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初
秋
の
候
、
皆
様
方
に
は
健
や
か
に
お
過
ご
し
の
こ
と
か
と
存
じ
ま
す
。
夏
前
は
「
冷
夏
で
は
？
」
と
い
う
予
想
を
聞
い
た
よ
う

な
気
が
し
た
の
で
す
が
、
迎
え
て
み
る
と
連
日

度
を
上
回
る
酷
暑
の
連
続
で
、
年
々
夏
を
乗
り
切
る
の
も
覚
悟
が
要
る
時
代
と
な

35

っ
て
き
ま
し
た
。

さ
て
、
元
号
が
令
和
に
改
ま
っ
て
最
初
の
山
名
会
総
会
の
ご
案
内
を
差
し
上
げ
ま
す
。
昨
年
の
総
会
は
山
名
氏
発
祥
の
地
を
巡
り

ま
し
た
。
今
回
は
会
場
を
山
名
氏
最
盛
期
の
室
町
時
代
に
本
拠
地
を
構
え
た
但
馬
を
会
場
と
し
て
、
山
名
時
義
・
時
熈
公
ゆ
か
り
の

場
所
を
中
心
に
巡
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

ま
た
本
年
は
、
開
館
か
ら

年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
山
名
氏
専
門
の
史
料
館
で
あ
る
山
名
蔵
の
外
装
修
理
に
つ
い
て
ご
協
力

30

を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
会
員
各
位
よ
り
多
大
な
御
寄
進
を
い
た
だ
き
、
計
画
通
り
に
外
装
修
繕
を
進
め
る
事
が
叶
い
ま
し
た
。
総

会
２
日
目
に
は
、
会
場
を
山
名
蔵
に
移
し
て
年
次
総
会
と
歴
史
講
演
を
行
う
予
定
で
居
り
ま
す
。
そ
の
際
に
修
繕
事
業
の
仕
上
が
り

状
況
を
検
分
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

◎
行
楽
・
味
覚
の
秋
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
但
馬
の
名
湯
に
つ
か
っ
て
、
美
味
し
い
物
も
少
し
賞
味
い
た
だ
け
る
よ
う
に
計
画

を
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
是
非
と
も
多
く
の
皆
様
の
ご
参
加
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◎
宿
舎
は
城
崎
温
泉
「
つ
た
や
」
（
山
名
会
会
員
・
鳥
谷
氏
ご
経
営
）
の
別
館
で
あ
る
「
晴
嵐
亭
」
を
貸
し
切
り
の
形
で
お
世

話
に
な
り
ま
す
。
本
館
の
「
つ
た
や
」
は
幕
末
の
頃
、
京
を
追
わ
れ
た
桂
小
五
郎
が
身
を
潜
め
て
い
た
宿
と
し
て
有
名
で
、

城
崎
温
泉
の
中
で
も
歴
史
有
る
お
宿
で
す
。
そ
の
流
れ
を
受
け
継
ぐ
別
館
「
晴
嵐
亭
」
で
ゆ
っ
た
り
と
温
泉
情
緒
を
楽
し
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

◎
個
室
も
何
部
屋
か
御
座
い
ま
す
の
で
、
「
一
人
使
用
」
又
は
「
家
族
で
の
使
用
」
を
ご
希
望
の
場
合
、
１
室
５
千
円
の
個
室

料
で
準
備
い
た
し
ま
す
。
部
屋
数
に
限
り
が
有
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。
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３
，
集

合

山
陰
線
江
原
駅
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バ
ス
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機

午
前

時
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時

分
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院
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拝
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第
２
日
・
豊
岡
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日
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町
垣
屋
氏
菩
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び
、
山
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史
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と
法
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12

40

40

・

出
石
史
料
館
・
出
石
城
下
散
策

・

法
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会
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寺
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祈
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寺
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講
演

「
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揆
に
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い
て
」
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30
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00

・
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に
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発
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00

・

円
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寺
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時
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16

15

12
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、
入
浴

・
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原
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に
向
け
、
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、
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・
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・
京
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方
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00
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55

20

尚
、
都
合
に
よ
り
内
容
が
変
更
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

８
、
参
加
費

全
行
程
参
加
３
万
円
（
１
泊
４
食
・
宿
泊
料
・
バ
ス
代
等
）
。

日

帰

り

参

加
等

も

対

応

し

ま

す

。
（
行

事

の

み

参
加
＝
７
千
円
、
行
事
と
懇
親
会
ま
で
参
加
＝
１
万
４
千
円
）

９
、
申

込

同
封
の
ハ
ガ
キ
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
お
申
し
込
み
下
さ
い
。
（
参
加
費
は
後
日
納
入
）

、
締

切

準
備
の
都
合
上
、

月

日
迄
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。
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℡
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11

667-
1311

＊
初
日
（

月

日
）
の
昼
食
は
、
１
時
前
の
時
間
帯
と
な
り
ま
す
が
、
出
石
そ
ば
を
準
備
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

11

17

＊
そ
ば
・
カ
ニ
等
の
ア
レ
ル
ギ
ー
が
あ
る
方
は
、
申
し
込
み
ハ
ガ
キ
等
に
ご
記
入
下
さ
い
。
別
メ
ニ
ュ
ー
を
考
慮
い
た
し
ま
す
。

＊
ご
家
族
・
ご
縁
者
の
ご
同
伴
、
入
会
検
討
中
の
皆
様
の
ご
参
加
、
大
い
に
歓
迎
い
た
し
ま
す
。

＊
お
申
し
込
み
の
皆
様
に
は
、
後
日
、
参
加
費
納
入
等
詳
し
い
ご
案
内
を
差
し
上
げ
ま
す
の
で
、
参
考
に
願
い
ま
す
。
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